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事前に、陸上でスタンドフォーム
を組み立てます。

KCスタンドフォーム
セパレーター

KCスタンドフォーム専用金具
KCスタンドフォーム

セパレーター

CASE

09 河川の現場打ち堰堤工
工事内容：既存の河川の中に、場所打ちの堰堤を構築

■残存型枠の採用理由

■埋設型枠（幅1000/500×高1000×長1820）参考組立図

■組み立てたスタンドフォームを、水中に設置して水中コンクリートを打設します。

残存型枠組立状況

残存型枠設置完了 水中コンクリート打設状況

水中コンクリート打設完了

既存の河川の中に、場所打ちの堰堤を構築する工事。水中
で型枠を組む必要があり、スタンドフォームが採用になりま
した。堰堤の高さは1ｍで、今回の施工延長は118mです。

製　品　名：KCスタンドフォーム　910×10×1000
　　　　　：KCスタンドフォーム　910×10×1113
数　　　量：各130枚ずつ、計260枚
工　事　名：蓼川堰地区　蓼川堰改修第3工区工事
発　注　者：兵庫県但馬県民局　豊岡土地改良センター
担当営業所：大阪営業所
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残存型枠設置状況




